
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１７年（平成２９年）４月発行  第６４号 

平成 29 年第１回定例会が２月 23 日か

ら３月 22 日までの会期で開催されまし

た。初日に市長から、29 年度予算につい

て、市財政を取り巻く状況などの説明が

ありました。一般会計の予算額は 717 億 8

千万円で、前年度に比較して 2.2%減とな

り、７年ぶりに減額となりました。 

また、29 年度の立川市一般会計と６つ

の特別会計予算を審議する予算特別委員

会が開かれ、活発な審議を行いました。

また、厚生産業委員会に付託された陳情”

精神障がい者も心身障がい者医療費助成

制度の対象とすることを求める意見書”

について、東京都に求めることで全会一

致で採択されました。なお、私は 3 月 16

日の本会議の一般質問で、①防災・減災

について ②婚活支援から子育て支援に

ついて ③砂川地域のまちづくりについ

て、市長の考えと今後の取り組みをただ

しました。 

【平成 29 年第１回市議会定例会報告】 

春光うららかな季節となりまし

た。皆様、いかがお過ごしでしょう

か。 

過日開催された『たちかわ創生総

合戦略推進委員会』で、25 歳～39

歳までの若者の人口推移の報告が

ありました。その報告では、10 年

前の平成 19 年の人口約 43,000 人か

ら、現在の人口約 34,000 人と 20％

減少しています。このペースで減少

すると 10 年後は約 27,000 人になり

ます。若い世代の人口減少は、街を

維持・発展させていく上で、極めて

深刻な問題です。 

立川駅周辺の賑わいに目を奪わ

れがちで、街が発展しているような

錯覚に陥りますが、“真摯に速やか

に有効な対策を取っていかなけれ

ば”と、決意を新たにしています。 

2025 年には、団塊世代の方々が

75 歳を超えられます。その時の医

療・介護をはじめ、地域で支え合っ

て生きていく社会づくり、まちづく

りを、皆様と一緒に構築していきた

いと思います。どうぞ宜しくお願い

致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆主張  地震発生時の小さな揺れを感じた時、日頃からどう対応出来るかで、大地震

が発生した時に、命が助かる確率が高まることに繋がる。市民の方へ、災害

予防訓練とも言うべき考え方について啓発していくべき 

 

◆主張  木造住宅（市内に所在する、昭和 56 年以前に建築された民間の戸建住宅、共

同住宅及び併用住宅）の耐震改修について、簡易耐震改修及び部分耐震改修

を行う際にも助成制度を行うべき 

 

◆主張  高齢者等が自宅を手すりの取り付け等のバリアフリー改修する際、合わせて

耐震改修を行えば、市の助成率を優遇する制度を導入すべき 

 

◆主張  市が市内社会福祉法人と「災害時における災害活動等の支援に関する協定書」

を締結したことは高く評価する。今後市として、提携した民間福祉施設の業

務継続計画（ＢＣＰ）の策定を支援すべき 

★防災・減災について 

上記の私の質問に対し、市は概ね、調査・研究、対応を進めるとの答弁をしました。 

今後も上記質問が確実に実施されていくよう努めて参ります。特に、民間木造住宅の 

部分耐震改修への助成の適応について、早期の実施が図られるよう主張して参ります。 

★婚活支援から子育て支援について 

◆主張  独身男女の仲を取り持ったり、家族らの相談に乗るボランティア「婚活おせ

っかいマスター」による婚活支援を行っている自治体がある。本市でも導入

を進めるべき 

★砂川地域のまちづくりについて 

◆主張  上砂川小学校の通学路にもなっている西武線北通り（市道２級１２号線）と

東航通り（市道２級１３号線）の踏切交差点に信号機の設置を推進すべき 

◆主張  民間との連携で結婚支援が進んでいることは評価する。そこで、市が所有する”

古民家園”で結婚式を挙げることを提案するがどうか 

◆主張  東京都が推進する

“子育て応援とうき

ょうパスポート”事

業について、周知と、

市の子育て推進ホー

ムページ（ママフレ）

等で紹介すべき 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまで市は小中学校の大規模改修等を行う際にトイレの改修を行ってきましたが、この

ほど前倒しで進めることを決定しました。今後三年間で大便器の洋式化、トイレ床のドラ

イ化、小便器の交換を進めていきます。私をはじめ多くの議員が訴えていたものです。都

議会公明党が進めた学校トイレの洋式化への平成 29 年度東京都予算の増額も後押しにな

っています。 

このほど、災害時に避難所となる、市内

30か所の小中学校（旧多摩川小学校を含

む）全てに、計 258 基のマンホールトイ

レが整備されました。 

私は平成 22 年 12 月議会に於いて、避難

所生活におけるトイレ整備について求め

ました。今後とも災害時のトイレの重要

性、排泄物処理について訴えて参ります。 

 

玉川上水遊歩道（玉川上水

駅南口付近）のぬかるみが

酷く、通勤・通学、散歩な

どの妨げになっていまし

た。このほど砂利で敷き詰

められ整備されました。 

【改善前】 【改善後】 

”ふるさと名品オブ・ザ・イヤ

ー”は、地域の将来を支える名

品とその市場開拓を支援する表

彰制度です。内閣府・農林水産

省・経済産業省が後援していま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高口やすひこ」まで何でもお気軽にご相談下さい！ 

  ◆市議会議員 厚生産業委員会委員長 

高口やすひこ励ます会 発行  

 

《公明党無料法律相談》 

・毎週水曜日（第５週を除く）14 時から 

・立川市錦町 1-4-4 立川ｻﾆｰﾊｲﾂ 301 

＊予約制です。詳細は高口やすひこまで 

 

全国の自治体で導入が進むコ

ンビニエンスストアでの住民

票等の証明書交付事業が、マ

イナンバーカードの利用で、

いよいよ立川市でも開始され

ます。私は議員になった直後

の議会質問から導入を求めて

きました。 

今後とも、マイナンバーカー

ドの利用で更なる様々なサー

ビスが充実されるよう訴えて

参ります。 

29 年度の東京都予算の「目玉」

政策のひとつは、都議会公明党

が単独で提案し実現した私立

高校授業料の実質無償化です。 

年収 760 万円未満の世帯で、都

内に住む私立高校生の３割に

当たる約５万 1000 人が対象と

なります。都の発表では、４月

に全ての生徒・保護者へリーフ

レットが配布され、６月末から

申請受付、12 月に支給となる

予定です。 


